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研究成果の概要（和文）：放射線治療の位置ずれを検出するための超高速三次元計測小型カメラを開発した。本
システムは、MEMSミラーを使ったレーザー投光部およびCCDカメラより成る。MEMSミラーに直線上のレーザー光
を投影、超高速に走査し、CCDカメラを通して対象物の三次元形状に合わせたパターンを取得する。取得された
縞模様のパターンは3次元計測ソフトウェアに送られ、対象物の三次元形状を計測する。本システムの位置認識
精度は1mm以内の誤差であり、放射線治療の実臨床で、患者セットアップの位置ずれの確認に用いるために必要
な精度を有することが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop an optical surface scanning and 
monitoring system for patient setup. We have developed a 3D shape measurement system using a 
high-speed pattern projector and a compact camera. The pattern projector composed of a laser diode 
and a single MEMS (micro electro mechanical system) mirror. The spatiotemporal conversion technique 
was introduced to our projection system. The point beam from the laser diode was transformed into a 
line beam after passing through a cylindrical lens. When the output of laser beam was sinusoidally 
controlled by the MEMS mirror and scanned the surface of the phantom, fringe patterns were formed on
 the phantom. The patterns were captured through a camera, and then 3D positions of the surface were
 calculated. The accuracy to detect the displacement of the phantom was less than 1 mm. This 3D 
shape measurement system has a potential to conduct 3D positon registration for patient setup.

研究分野：放射線腫瘍学
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１．研究開始当初の背景 
近年、頭蓋内腫瘍、体幹部腫瘍に対する定
位放射線治療、頭頸部癌、前立腺癌に対する
強度変調放射線治療などの高精度放射線治
療技術が発達してきた。放射線治療ではまず
治療計画 CTを撮影し、その画像を用いてタ
ーゲットを設定、そのターゲットに放射線治
療を照射する。その際、治療計画時の体位と
実際の治療時の体位のずれが問題となるた
め、治療直前に、X線ステレオ視や CT等の
画像を取得し、計画時との位置を補正して照
射する画像誘導放射線治療が開発された。し
かし、治療中の動きは検出できず、また、X
被ばくが避けられないという欠点があった。 
  
２．研究の目的 
高精度放射線治療での位置ずれをより安
全かつ正確に実施するために、独自のMEMS
（Micro Electro Mechanical Systems）ミラ
ーを利用した超高速三次元計測小型カメラ
を用い、高精度放射線治療全般に応用でき、
認識位置精度 1mm未満で、ほぼリアルタイ
ムに三次元計測が可能な、新しい位置認識シ
ステムの開発を企画した。 
 
３．研究の方法 
本研究は、以下の３つのプロセスに分けて
実施した。 
（１）MEMS ミラーを使った超高速三次元計測
小型カメラによる高精度放射線治療位置認
識システムを完成した。 
（２）ヒト頭部ファントムを用いて、本位置
認識システムの精度を実測した。 
（３）高精度放射線治療システムノバリス
STx の画像誘導位置認識システムでの位置認
識結果と本システムの位置認識結果を比較
し、その有用性を検証した。 
 
 
４．研究成果 
（１）放射線治療の位置ずれを検出するため
の超高速三次元計測小型カメラを試作した。
超高速三次元計測小型カメラは、MEMS ミラー
を使ったレーザー投光部およびCCDカメラで
構成される。 

MEMS ミラーに直線上のレーザー光を投影、
超高速に走査し（500Hz, scanning angle 
40°）、CCD カメラを通して対象物の三次元形
状に合わせたパターンを取得する。取得され

た縞模様のパターンは、コンピュータ上の 3
次元計測ソフトウェアに送られ、対象物の三
次元形状を計測する。 

 
本三次元計測カメラを用いて、頭部ファント
ムの表面の三次元形状を計測、取得できるこ
とを確認した。 
（２）次に、頭部ファントムを X方向（左右
方向）、Z方向（上下方向）に 1-5mm 移動、ま
たはローリング（前後を軸としての回転）さ
せ、そのずれ幅を GOM Inspect V7 SR2 を用
いてマッチングさせて計測した。計測誤差は、
0.3mm 以内であった。 
（３）実物大のヒト頭部ファントムを用い、
高精度放射線治療システムノバリスSTxの画
像誘導位置認識システムでの位置認識結果
と本システムの位置認識結果を比較、検証し
た。 

ノバリス STx は X 線透視から得られた画像
から対象物の６軸方向のずれを正確に計測
する位置認識システムを有する。具体的には、
ノバリスシステムの寝台上に頭部ファント
ムを設置し、X軸、Y軸、Z軸方向に、±1, ±
2, ±3 mm 動かし、ノバリスシステム上の
赤外線マーカー、および X線位置認識システ
ムにて移動距離を計測した。同時に、超高速
三次元計測小型カメラで画像を取得し、移動
距離を計測した。赤外線を使った方法では



2-3mm の誤差が見られたが、本システムでは
1mm 以内の誤差であった。 
実際に臨床でマッチングを行うためのシ
ステム開発の検討を行った。本開発には、①
治療計画用に取得した CT 画像の取得、②治
療計画 CT画像（DICOM データ）からの surface 
rendering の作成、③surface rendering さ
れた画像と本システムで取得された表面三
次元形状とのマッチングおよび位置のずれ
幅の計測、の手順で実施する。実際の放射線
治療への応用には専用のソフトウェア開発
が必要で、現在検討中である。 
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